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うきは市浮羽町域学校再編
基本構想（案）について

うきは市教育委員会



１ 浮羽町域小・中学校の現状について
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浮羽町域小中学校 児童生徒数推移
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学校施設の現況

浮羽中学校 山春小学校 大石小学校 御幸小学校

南校舎 管理教室棟 管理棟 南校舎棟

4



２ 検討委員会等の開催
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うきは市立小・中学校のあり方検討委員会

・令和６年12月 うきは市立小・中学校のあり方検討委員会設置

・令和７年１月～10月

うきは市立小・中学校（浮羽町域）のあり方検討委員会（計７回）

専門部会 （３部会：保護者部会、地域部会、教育部会）

・ 8月～10月 教職員・保護者・地域住民説明会開催

・ 9月 アンケート実施 保護者・児童生徒

・ 10月 市民ワークショップ 市内18歳以上の市内在住者 6



３ 検討委員会からの意見書
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検討委員会の意見まとめ

(1) より良い教育環境づくりの実現について

浮羽中学校敷地内に小学校３校(山春小学校・大石小

学校・御幸小学校）と浮羽中学校をまとめた施設一体型

の学校とする。

(2) 魅力ある学校づくりの実現について

運営については、義務教育学校とする。
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４ うきは市教育委員会として
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学校施設の検討

1. 通学距離 (国の基準) 小学校４㎞以内、中学校６㎞以内が目安

通学圏域の
カバー圏域図
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学校施設の検討

2. 敷地面積 浮羽中学校 43,277㎡ 令和12年度児童生徒数 644人

⦿香春町立香春思永館（４小２中）

・敷地面積 37,765㎡

・児童生徒数 738人（開校時）

⦿嘉麻市立稲築東義務教育学校（１小１中）

・敷地面積 30,785 ㎡

・児童生徒数 470人（開校時）

⦿飯塚市立小中一貫校 飯塚鎮西校（２小１中）

・敷地面積 39,032 ㎡

・児童生徒数 884人（開校時）
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学校施設の検討

３．施設コスト

浮羽中学校に新築
（施設一体型）

現行どおり
（浮羽中学校のみ建替）

初期コスト １００％ ７７％

維持管理、
運営コスト
（40年）

１００％ ２２８％

国の補助金 有り（１/２） 無し（０）



学校運営の検討

義務教育学校

① ２０１６年（平成２８年）に制度化された新しい学校制度。

９年間の義務教育を１つの学校組織として一貫的に実施する学校。

② 校長先生は１名、教職員は１～９年生までの学習を指導する。

小学校相当(1～6年)を「前期６年」、中学校相当(1～3年)を「後期３年」に区分。

９年間の教育課程において「５－４」や「４－３－２」などの柔軟な学年の区切りを

設定することが容易になる。

③ 教職員の組織は、小・中の区別がなく１つの教職員集団とする。

子ども達の情報を共有し、系統的・連続的に指導することができる。

④ 一貫教育の軸となる新教科等の創設、学校段階の指導内容の入替え等、教育課程上

の特例を設置者の判断で実施することが認められる。
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５ うきは市の学校再編基本構想（案）

浮羽町域の教育整備方針



① 教育施設の環境

１．場 所 通学距離から、浮羽中学校敷地

２．面 積 敷地面積から、浮羽中学校敷地

３．コスト面 小中一体となる施設一体型

４．財 政 面 国の補助が活用できる施設一体型の

義務教育学校



② 学校運営

ア 教育課程編成の自由度が高い義務教育学校

イ 小中学校が一体化した教職員組織である義務

教育学校

ウ 児童生徒が１つの学校で一緒に教育を受ける

義務教育学校
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③ 施設一体型義務教育学校の設置

・開 校 令和１３年（2031年）の開校を目指す

・学校規模 １学年 2～3学級

９学年×2～3学級の通常学級と、特別支援学級の設置

浮羽町域の３小学校（山春小学校、大石小学校、御幸小学

校）と浮羽中学校を一体化し、浮羽中学校の敷地内に『義務

教育学校』としての新校舎を設置
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新しい学校のイメージ図
郷土を愛し、夢や志を持ち、グローバル社会を豊かに生き抜く児童・生徒の育成

【課題】 【基本的な考え方】

○児童生徒が安全・安心に学ぶ
ことができる教育環境とICT等
の教育設備の充実

○児童生徒が、多様な考えに触れ
、認め合い、協力し合い切磋琢
磨することで資質・能力を伸ば
す集団の確保

○中一ギャップ解消のための小学
校教育と中学校教育の共有と円
滑な接続

○新しい学校独自の特色ある教育
の推進

○小中学校の児童生徒数の減
少と多様な実態への対応

○小中学校施設・設備の老朽
化の改善と維持管理
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新しい学校の魅力ある教育

教科担任制・

指導体制の

工夫

ＩＣＴ教育の

推進

９年間の学びの連続性を
大切にした教育

○ 発達に即して９年間を区分

○ ９年間の一貫したカリキュラム
に基づく教育

○ 児童生徒の異学年交流

合同・個別の学校行事

家庭･地域と

連携した

教育の推進

郷土を学ぶ

学習充実

外国語教育

の充実

多様な教育的

ニーズに対応
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整備方針

１. 安心・安全・快適な学習環境

２. 地域とともにある学校づくり

３. 地域資源と風土を活かす施設デザイン

４. 持続可能な維持管理と運営モデル
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６ 今後のスケジュール



今後のスケジュール

・令和７年12月～令和８年１月
浮羽町域学校再編基本構想（案）についてのパブリックコメント実施

・令和８年３月

うきは市浮羽町域学校再編基本構想・基本計画策定

・令和８年４月以降

小中学校再編推進委員会(仮)等の設置

・令和８年度～令和１２年度

基本設計、実施設計、新校舎の建設

・令和１３年（目標）

義務教育学校(浮羽町域) 開校



開校に向けた委員会等の設置（案）

学校施設整備部会
(仮）

小中学校
再編推進
委員会(仮）

教育課程部会(仮）

通学・学校運営
支援部会（仮）

教室数、建物配置の計画、備品等
の移動・準備計画、内覧会、引っ
越し計画

教育目標の設定、９年間を見通し
たカリキュラム編成、日課表（時
間割）、年間計画、学校行事

制服等指定物品、スクールバス、
通学路、校名、校歌、校章、学校
運営協議会（コミュニティスクー
ル）、PTA編成、開・閉校式



パブリックコメントの実施について

1. 実施事業 うきは市浮羽町域学校再編基本構想（案）

2. 実施期間 令和７年１２月１０日（水）～令和８年１月９日（金）

3. 閲覧方法 ①うきは市ホームページ

②吉井庁舎（学校教育課）窓口、浮羽庁舎（市民生活課）窓口

上記②の時間：実施期間の平日 8：30～17：15

４．提出方法 メール、ＦＡＸ、その他

※詳しくはホームページ又は学校教育課にお尋ねください。



ご清聴ありがとうございました
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